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Cistanche 　deserticola　Y ．　C ．　MA の 栽 培宿 主 へ の 寄 生
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　 Cistanche　dese〃 icola　Y ．　C ．　MA （Orobanchaseae）is　a　desert　hving　holoparasitic　plant，
and 　is　the　source 　of 　Chinese　crude 　drug　called

“Roucongrong （肉薇蓉）
”，　We 　planted

Halox γlon　am 〃iodendron 　BuNGE 　which 　is　the　host　plant　of （二 deserticola　and 　sowed 　the

seeds 　of 　C 　deserticola　near 　the　roots　of 　host　plant　in　the　experimentai 　sand 　field　in
Nagano 　in　Japan．　The　resu 【ts　were 　as 魚 llows；H ．　ammodendron 　grew　and 　C．　deserticola
was 　parasitlc　to　this　host．　The　flowers　of 　C．ゴese 〃 ’σ01α were 　observed 　in　the　2nd　or　3rd

spring 　after　sowing ．　The　appearance 　of 　botll　plants　resembled 　those 　of　habitat，　At　the

place　where 　parasitism　occured ，　the　tracheids 　of 　both　piants　 were 　connected 　directly．

The　amount 　of 　p卜enylethanoid 　glycosides　in　the　cultivated 　C 　deserticola　was 　higher

than　those　in　the　commercia 韮crude 　drugs．

Keywords ： Cistanche ゴ85e厂”σo ！a ； Chinese　 crude 　 drug； ∬∫α’oxy ’o η　ammoden （〃 o η；

Cu［tivation；phenylethanoid　glycoside

　生 薬肉葎蓉は ，強 壮 日的 に 漢 方 処 方，薬酒 お よ び ドリ

ン ク 剤 に 使用され て い る． 「中 華人 民 共 和 国 薬 典 亅
2）

に

は，補 腎 陽，益 精 1血
， 潤腸 通 便 な ど の 効 能 が 記 され て い

る．含有成 分 の phenyEethanoid　gtycoside（PeG ） に は肝 臓

保護作用
3），抗酸化 作 用

4 ）
お よび ス トレ ス に よ り低 下 し

た 性 行 動 や 学習能力 を 回 復 す る作 用
S）な ど多 面 的 な薬

効 が 報 告 さ れ て い る ．基 原 植 物 で あ る Cistonche

deserticota　Y ．　C，　MA （中国 名 「肉礎 蓉」 ）
2・6 ）は．ア カ ザ 科

の Halox．vlon 　ammodendron 　BUNGE （中国 名 1梭 梭 」 ）お よ

び H ．　persicum　BUJNGE （中国名 「白梭梭」 ）の 根 に 寄 生 す

る完全寄生植物 で，中国 の 内蒙 占 自治 区，寧夏回 族 自治

区 ，甘粛省お よ び 新 彊 ウイ グル 自治 区 な どの 砂 漠 地 帯 に

分布 し て い る
η．

　 最 大 の 産 地 は 内 蒙古 自治 区 の 阿 拉 善 盟 と され て い る

が，乱獲 に よ り野 生資源が 減 少 し，国家 2 級 保 護植物 と

され て い る
S｝，現 在，中国 で は 阿拉 善盟

S）お よ び寧夏回

族 自治区の 永寧 県
9）に お い て 試 験 栽 培 が 行 な わ れ て い

る が，そ の 方法 に っ い て は 不 明 な点 が 多い ，前報
り

に お

い て，著者 らは C ．tttbuiosa 　WIGIIT ，の 栽 培 お よび宿 ：並寄

生部 との 剖見 お よ び PeG 含量 に つ い て 報 告 した．
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　本報 で は，長野県の 圃場 に お い て 栽培 した 宿 主 植物 へ

の C．deserticθla の 寄生 を試 み ，寄 生 か ら 開 花 ま で の 生育

を 観察 し た の で 報告す る ．ま た，本実験 で 得 られ た 寄 生

個 体 の 含有成 分 を調 べ ，中国 で 栽培 され た 試 料 との 比 較

を 行な っ た、

実験材料お よび方法

1．実験材料

　宿主植物 で あ る Hatoxyton　ammodendron 　BUNGE 　S5よ び

Cistanche 　deserticota　Y ，　C，　 MA の 種 子 は ．1991 年お よ び

1993 年 に い ずれ も内蒙古 自治区阿拉善盟で 採種 し た も

の を 用 い た．

2 ．栽培圃場

　 H ．α mmOdendron お よ び C．　deserticolaの 栽 培 は，長 野 県

上 伊那 郡箕輪 町 の 栽培試 験圃場 （標高約 8〔｝Om ）に，砂 漠

を模 し た 砂地試験圃 揚 （L5m ，W3M ，DL2m ）を造成

し て 行な っ た，用 土 は 川 砂 （容 積 比 重 L72，　 pH 　 7．07，粗

砂 が 85．3 ％ を占め る ）と し、地 上 部に パ イ プ ハ ウス を設

け，天 井部分 の み ビ ニ
ール を 張 り雨 避 け を行 な っ た．試

験地 は 内 陸性気候 で あ り，気 温 の 年較差 は 大 き く （最 高

約 33 ℃ ，最 低 約一12 ℃ ｝，少 雨 （年 間 降 雨 量 約 1，500〜

2、OOO　mm ），低 湿 度 で あ る こ とが 特 徴 で あ る，

3．宿 主 植 物 （H ．　 ammodendron ）の 栽 培

　 栽 培 は 1994 年か ら開始 し た．蓋付きの プ ラ ス チ ッ ク

容 器 （Ψ 80mm ．　H　70　mn1 ）に ロ ッ ク ウー
ル を入 れ、大 塚

A 処方液肥 （ア ン モ ニ ア 態 窒 素 23ppm ，硝 酸 態 窒 素 233

ppm ，　P205120 　ppm ，　K20360 　ppm ．　CaO 　230　ppm ，　MgO 　75

ppm ，　MnO 　l．5　ppm ，　B203　L5　ppm ，　Fe　2．7　ppm ）を 100　mL

添 加 し．無 菌 的 に 播 種 した．育 薗 は，人 工 気 象 器 （明 期 ：

3．OOO　Lux　l6時 間，温 度 27 ℃ ，湿 度 60 ％ ．暗 期 ；8 時間 全

暗 黒，濕 度 15 ℃ ，湿 度 80 ％）で 行 な い ，1 カ 月 後 に 容器

の 蓋 を外 して 順化 を始 め，2 カ 月 後に 川砂 1 バ ー
ク 堆肥 ；

軽 石 （5： 3： 2）の 混 合土 に移植 した．6 ケ 月後 か ら最低気

温 17 ℃ の ガ ラ ス 温 室 に 移 し た ．灌水 は 用 土 の 乾燥状態

を 見な が ら適 宜行 な っ た．そ の 後．幹基部 の 径 が 約 5mm

に 達 し た 苗 か ら順 に 14株 を 4 （2）の 試 験 に 供 す る た め 砂

地 試 験 圃 場 に移 植 し た．

4．C．　deserticolaの 栽培

1）籠状 ポ ソ トで 栽 培 した 宿 主への 寄生試験

　金網 （2．5mmx2 ．5　 mm 目）を Fl筒 形 （Ψ 165　mm ，　H 　250

mm ）の 籠状 ポ ッ トに 加一11し．側 面 を ポ リス チ レ ン フ ォ

ーム 保 温 材 （ア デ ィ ア   ）で 覆 い ，川 砂 を 人 れ て 宿主の
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苗 （幹 基 部 ¢ ）直 径 が 約 5mm ）を 移植 し た （Fig．　IA），宿 主

の 根 と C．desei’ticota の 種 子 と が 接 触 しや す くす る た め．

多数 の 根 が 籠状 ポ ッ ト の 下 方か ら 伸長す る ま で ガ ラ ス

温 室 内 で 栽 培 し た ．1996 年 7 月 に 保 温 材 を 外 した 籠 状 ポ

ッ トの 底 に C ．desertieolaの 種子 2，000 粒 を 置い た 不 織 布

（25cm ×25　cm ニ ユ ニ チ カ   ）を敷 き，そ の ま ま 砂 地 試 験

圃場 に 埋 設 し た （Fig，　IB）．

　 寄生 を効率良 く誘導す る要 因 を 探 る た め，種 子 に a．

無 処 理，b．種 皮 の 除去，　c．1mM ジ ベ レ リ ン （GA3 ）溶液

に 2 時 間浸漬 後風 乾，d．宿主 の 根 の 乾燥粉末 と混和 ，
の

処 理 を行 な っ た （各 n＝6）．寄生 状 況 の 観察 は 120 日 後 に

籠 状 ポ ッ トと資材 を 取 り出 し て 行 な っ た．観察後籠状 ポ

ッ トを 外 し，1株 あ た り 2〜3 個 の 寄 生 個 体 を 残 し た 宿 主

を砂地試験 圃 場に 定植 し，そ の 後の 生 育 を 観 察 した．

2）砂 地 試 験 圃 場 で の 寄 生 試 験

　寄 生 試 験 は 1996年 6 月 （試 験 1） と 1998年 7 月 （試験

II）の 2 回 実 施 した ，

　試 験 1に は．砂 地 試験 圃 場で 育苗後 1 年間栽培 し た 2

年生 宿主 （幹基 部 の 直 径 約 10mm ）12株 を用 い た，宿主

の 真 F，深 さ約 30　cm の 位置 に 外側 か ら斜 め に 穴 を掘 り．

（二 deserticoiaの 種 子 を 4，000 粒ずつ 載 せ た 播 種床 資 材 を

埋 設 し た、種 子 へ の 宿主の 根 の 伸長を促す検討を 行 な う

た め，播 種 床 資 材 に は a．赤上を 1，000 ℃ で 5 時 間焼 い た

厚 さ 3cm の 円形 レ ン ガ （p　 15　 cm ），　b．　 a の レ ン ガ を

Hyponcx （N ：P ：K ；5： 10：　5）100倍液 に 浸漬 して 吸水 させ

た もの ，c．赤 土 に 牛 糞 堆 肥 を 20 ％ （v！v）混 入 し て 180 ℃

で 2 時 間焼 い た a と同 形の レ ン ガ，d．円形 不 織 布 ＠ 12

em ）を用 い た （各 n＝3），2年 後 に 掘 り 起 こ し．寄 生 個 体 数

（216）
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を測定 して 埋 め戻 した．

　 試験 llは，試験 1 の 結果 をもとに 圃場 で の 寄生を 再 確

認 す る た め に 行な っ た も の で あ る．3 株 の 宿 主 （幹 基 部

の 直径 は 30〜40mm ）に 対 し，コ ン ク リ
ー

トブ ロ ッ ク

（20 ×20 ・ 2．5 ¢ m ）の 播 種 床 資材 2 枚 ず つ を 用 い ，播 種 数 を

1，000bl ／播種床資材，播種位 置 を 深 さ 20　cm に 変 更 した

以 外 は試験 1 に 準 じて 行 な っ た．調 査 期 間 は 4 年 と し，

毎年 10 月 に 3 株 の 宿主 の 根 元 を掘 り，寄 生 状 況 を観 察 し

た．

5．寄生部 の 内部形態 の 観察

　 材料に は ，籠状 ポ ッ トに よ る 寄生試験で 得 られ た 10〜

20mm の 寄 生 個体 を 用い た ．維 管束 の 走行状 態 は，宿 主

の 根 の 中心 と 寄生個体の 中心を通 る 面 で 縦 断 した 厚 さ

約 05mm の 切 片 を，塩 素 系漂白剤 で 脱色後，塩 基性 フ ク

シ ン 溶液 で 染 色 し，グ リセ リン で 透 明化 し て 観察 し た．

寄 生 部 の 詳 細 は，寄生 個体を FAA 液 （50 ％ エ タ ノ
ー

ル ：

フ ォ ル ム ア ル デ ヒ ド： 酢 tw＝＝9：0．5；0，5）で 固 定 し，脱 水後

パ ラ フ ィ ン 包 埋 し て 厚 さ 10pm の 連 続切片 と した もの を，

フ ァ
ー

ス トグ リ
ー

ン と サ フ ラ ニ ン に よ る 二 重 染色 を施

し て 検鏡 した，

6．フ ェ ニ ル エ タ ノイ ド配 糖体 の 定 量

1）供試試料

　寧 夏 回 族 自治 区 で 栽培 され た新鮮個体 （Cd −N ： 長 さ 22

cm ，最 大 径 4cm ，重 量 236．7g ．2001 年 12月 に 入 手 ）お よ

び 本 試 験 の 砂 地 試 験 圃 場 で 2002 年 ll月 に 採取 し た YO2

（Table　2）を 用 い た．

2）乾燥方法

　Cd −N は，採取後温 風 乾燥機 （45 ℃ ）に よ り 30 日間 乾

燥 し た，

　YO2 は ，乾燥 を 容易 に す る た め 縦 に 4 分割 し，直ちに

50 ℃ の 温 風 で 5 日 間機械乾燥 し た ．

3）試 料 の 調製お よ び HPLC 分析

　守 鷹 ら
Io）

に 準 じ ．6 種 の PeG ，　 echinacoside （】），

cistanosidc 　 A 　 （2），　 acteoside 　 （3），　 acteoside 　 isomcr

（isoacteoside）　（4），　cistaneside 　C 　（5）、　2
’−acetylacteoside 　（6）

を 定量 した．

結 果 お よび 考 察

LH ．　ammodendron の 生育

　 ff，　 ammodendron の 種子 は，直径 2，0〜3．5　 mm ，厚 さ l

mm 前後 の 円盤状で ，吸水後
一

晩 で 発 芽 し た，当年枝 は

長 さ 10〜20mm ，径 約 lmm の 円柱状の 肉質な節 が 連な

っ た もの で あ り，伸長開始時 は 鮮緑色 で あ るが 2〜3 ケ

月 後 に は基 部 側 か ら木 化 し て 灰 褐 色 とな っ た．育苗 8 ケ

月 後 に は樹 高 50〜55cm ，幹 基 部 の 直径は 3．6〜4．4　mm に

生 長 した．砂 地 試 験 圃 場 に 移植 した も の は，翌 年 4 月 頃

か ら新 梢 が さか ん に伸長 し．11月 頃か ら休眠状態 とな っ

た，根 は 地 表 付近で 5〜7 本 に 分岐す る が 主根 と側根 の

区別 は 見 られ ず，い ず れ もほ とん ど分岐す る こ とな く ま

っ す ぐ伸 び て い た．栽培 7 年後 の 最 も生 育 の 良い 株 で ，

樹高約 130cm ，幹基部 の 直 径 は 約 5cm とな り，長 野 県 の

砂 地試験 園 場 に お い て も 中 国砂 漠植 物 志
11）

の 記載 と 同

様 に 生 育す る こ と が わ か っ た，

2．C．　desertieolaの 栽培

1）籠状 ポ ッ トで 栽 培 し た 宿 空 へ の 寄 生 試験

　播種 121 日後 の 時点 で，宿主 1株あた り3〜44個体，宿

主 24 株 の 合計 で は 331 個体 の C．deserticolaが 寄生 し て

い た．寄 生植物は 淡黄 な い し乳白色，長 さ 1．1〜7L2 　 mm

で，88 ％ が 20mm 以 下 で あ っ た，10　 mm 以 下 の 個体 は 表

面 に凸 凹 が あ る未 分 化 な粒 状 で あ っ た が，大 き な もの は

卵 状 楕 円 形 の バ ル ブ を形 成 し，表 面に は 光沢の あ る鱗片

葉 が 形成 され て い た ．基部 か ら 2〜4 本 に分 岐 した 個体

もあ っ た．

　各 試 験 区 の 寄生 数 は，無処 理 の a 区が 最 も多く，次い

で b，d，　c 区の 順 と なっ た （Table　1）．寄生植物に お け る種

了
一
の 発 芽 促 進 効果は ，種 皮 の 除 去お よび GA3 の 添 加 に よ

り Cistanche　tubulosa　WlcJHT．i2）で，宿 主 根 の 抽出物 と GA

類 との 併用 処 理 に よ り Orobanche　crenata 　FORSK ．13）で 報

告され て い る．しか し，Cdesertieotaで は こ れ らの 処 理

に よ る寄生率 の 向 上 効 果 は 認 め られ な か っ た．

Table　1．Numbcrs 　of 　Cistanche　deserticoia　 which 　w ¢ re 　Parasitic　on

Haloxyton　ammodendron 　P［anted 　in　the　Pot　Made 　of　Wjre　Net （n
＝6）

’
1
’
reatment 　ofthc 　secd Total　Nos ，　 Mean ±S　D ．＊

ah

甲
Cd

　 　 　 　 　 nonc 　treatment

　 　 　 　 removed 　the　seed 　coat

prbsoaked　m 　gibbere1匹n （GAI ）sdution （1mM ）

　sowed 　the　seeds　w 且th　the　host　root　powder

111875875 18．5±140
］4．5士8．99
．7士6．2

】2．5士7．2
＊Stnndard　Deviatton

（217）
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2）砂 地 試 験 圃 場 の 宿 主 へ の 寄 生 試 験

　試 験 1で は，c 区 に 3個，他 の 区 に は 各 1個 の 合計 6個

の 寄 生 個 体 が 確 認 され た ，寄生 個 体 の 長 さは 50 〜450

mm で あ り、基 部 か ら 2〜6 木 に 分 岐 した 個体 も み られ た，

埋 め 戻 した 寄 生 個 体 の う ち 5 個体 は 枯 死 し た が，1個体

は 開 花 に 至 っ た．

　試 験 IIで は，4 年 間 に 7 株 の 宿 主 に 対 し 15 個体の C．

de．s’ertic・ola が 寄 生 し，1個 体 が 開 花 に至 っ た ．

3）寄 生 した C．deserticolaの 生 育

　各 試 験 に お い て ，調 査 後 埋 め戻 した 寄 生 個 体 は 13 個

体 が 枯 死 した が，8個体 は そ の 後 も生育 し続 けた ．地 下 部

の 茎 は 臼 な い し淡 黄色 の 肉質 円柱 形 で．表 面 は 鱗片葉 で

覆 わ れ て お り，鱗片葉 は基部側で は 幅広 く先端で は 細長

くな ’
っ て い た （Tab ］e 　2）．得 ら れ た 最大 個体 （YO2 ）は ，長

さ 302mm ，径 60　mm に 生長 し た （Fig．2A）．

　 4 月 ド旬か ら 5月 上旬に か けて 4 個体が 開花 し た．5〜

20cm の 花茎 に 」6〜38 個 の 小 花 を つ け，下方 か ら 時 計 回

りで 螺旋状 に 開花 が進 ん だ 〔Fig．2B）．抽苔茎 の 鱗 片 葉 の

表 面 は 白な い し 淡 い 褐 色 の 長 さ i〜2mm の 短 毛 に 覆 わ

れ て い た．小 花 は 円 筒 状 で 先 端 の 縁 は 淡 い 紫 色．他 の 部

分 は 白 な い し淡 黄 色 で あ っ た，小 花 は 開 花 後 2〜3 日で

枯 れ，全 て の 小 花 が 開 花 した 1週 聞 後 に は 花 穂 が，ま た 1

ヵ 月後 に は 地 下 部 も枯死 し た ，播 種 か ら 開 花 に 至 る ま で

の 年数 は，Y98−1，2 お よび yoo は 2年，　Y99 は 3年 で あ っ

た ．開 花個体 は 筆 を用 い て 人 ⊥ 授 粉 を行 な っ た が結 実 し

な か っ た，自生 地 で も小 さい 個体 は 結 実 しな い こ と か ら，

鯛 体 が 小 さ く 生 殖 器 官 が 未 熟 で あ っ た こ とが 原 因 と し

て 考 え られ る．

　 また ，栽培 中 に 寄 生 個 体 が 枯死 し た 原 因 は 不 明 で あ る

が 、寧璽 回 族 自治区の 栽培試験地 で は 潅水 を行 う と （］．

Fig．2．　Cistan（
・he・deser’1c・如 parasitic　on ’laloxyl・η

am 〃rodendron 　in書he　expcrimental 　sand 　field

A ；出 cmaxllnum 　slz ¢ d　ptanl　harvested　at　l，560　days　af 至cr 　sowing （Y 吐〕2）．

B ：到owcrln 呂 stagc 　a紅677　days　aftersowing （Y98
−2）

deserticotaが 地 中 で 腐 敗 す る と 考 え ら れ て い る た め
9），

本 実 験 に お い て も 湿 度 が 関与 し て い る 可能 性 が 考 え ら

れ る．

　 以 ヒか ら，当地 に お い て も栽培 し た 宿 主 に 対 して C．

deserticoiaを 人 為的 に 寄生 させ．開 花 2 で 生 育 させ 得 る

こ とが で き た ．腐敗 させ ず に 結 実 させ る た め に は 宿 主 と

C．deserticolaに と っ て の 好 適 環 境 を 解明 す る必 要 が あ

る．

3．寄生 部 の 内 部 形 態 の 観 察

　 Cdeserticoia の 維 管 束 は 宿主の 根の 中心 を 通 る 維 管

束 に 集合 して 接 して お り，
こ こ か ら 上部 に 向 か い 分 岐

を繰 り返 し なが ら 縦 走 し て い た （Fig．3A ）．

　接合部付近の 柔組織細胞 は ど ち らの 植 物 の も の も 類

似 し，境界 は 不 明 瞭 で あ っ た が，接 合 部 か ら離 れ た 場 所

の 柔組 織 細 胞 は C．deserticolaの もの は 球 状 で核 が 大 き

ri
　able 　2．　Size　and 　Sしagc 　ofC 〜stan ごhe　deserticota　Obscrved　in　the　Experim巳ntal 　Sand　Fie孟d

Pluccufsowedseeds

Wirc 　net 　pot

Da ［e　　　　　　　　　　　　　　　Datc

of 　　　　　C【）die　　　　　 of

SOMng 　　　　　　　　 ‘沁 鍔

　 　 　 　
r
「em 馳

Stage 　 　 。 f 　 　 Length

　 　 　 OOwermg 　 〔mm ）　 〔mm ）　 （9）

Extじmat 　morphol 〔，呂les　an ¢ WCIgh 「

　 　 Wld重h
−
We研 Numberof

　 　 　 　 　 　 　 　 branches

Nete

jul　2，1996　Y97一董　Sep　9．1997　elOnga 的 n 　　　　
−
　　　　　 95　　　 48 　　　　

−
jul　 2．1996　Y97−2　Sep　9．且997　elonga 宦正on 　　　　 −　　　　　 ｝5S 　　　 35　　　 5S　5

燧：1：：緇 ；
冂

縞 欝 1：ご：：1瓢謡：：諜 ：ll　 ll　 ：

non ¢ 　　　　Wl にhered　after　lnvcs 監1gatlon

none 　　 llarveSted電o　measure　tho　welgbt

none 　　　 Wilherこd　an ¢ r　noworing

・Ω ne 　− ．脚 h
三鯉 ・ft・ 軍

’
！1・ W ・

［
i
監 ＿

FxpcrL
皿『鰍 、熈 騰 三［酷．．
Exuminallon　 I 亅しエn 　26 」996 　 Y98．2．，．Jun　 2］、1998　now ¢ ring 　May 　5−May 　15　420　　 3〔1

JUI　l6，且998　YOI　Sep．26，2001　 elongation　　　　 −　　　　　 150

Ju1．　i6，1998 　YO2 　Nov 　l2．？002　 elnn8at【oロ　　　　
p
　　　　　30240

　　　 　　　　 none 　　　 Withered 　afier 　flewcImg

　 　 　 　 　 　 6

60　　 　 3816 　　　 　 1e

60　　 5124 　　　 2

　 W1 重hcred　aftc 聖fic〕we 面 g

　 　 Hos曾wns 　dead
Harvested　to　meAsure 　the　Pc（量

＊wllhered 　individunls　were 　not 　measured 、

（2】8）
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Fig，3．Longitudinal　Sectiens　through　the　interface　ofHalox γ〜o η amm （冫dencかon 　a口d　Cistαnche 　deserticola

A ；Thick　section （about 　O5mm 　thick）stained 　with 　basic　fし盧chsin 　solution ．　B　I　Thin　sectiQn （10μ mthick ）double　stained
with 　safranin 　and 魚st　green．　Bold 　arrow 　inClicates　the　direct　connection 　ofthe 　tracheids 　between　the 重wo 　plants．　Cd ：C
deserがc・la，Ha ：H．・amm ・dendr・ n ，xy ；xylem ，　P ：parenchyma．

い の に 対 し，H ．　 ammodendron の もの は 長細 く核 が 不 明 瞭

で あ っ た，C ．　deserticota で は，維管束は 周 囲 よ り濃 い 緑

色 に 染 ま り．ま ば ら に存在す る 仮導管 は らせ ん 紋状 で赤

紫色 に 染 ま っ た の に 対 し，宿 主 で は 孔 紋状 で 濃 い 赤紫色

に 染 ま っ た 仮導管 お よび 導管 か ら な る 通道組織 が 発 達

して お り，両者 は 容易 に 区 別 で き た．維 管 束 の 接 合 祁 分

で は，両者 の 仮導管 が 所 々 で 直接 接 続 して い た （Fig，

3B）．

　 同 属植 物 の Ctubulosa で は ，接合 部 付 近 で 宿 主 の 根 が

大 き く肥 大 し，C，　tubulosa の 組織 が 包 ま れ る状 態 で 寄 生

関係 が 成立 して い た が
1｝，C，　deserticolaの 組織 は 宿主の

根 に く さび 型 に 収 束 しな が ら侵 入 し て お り，両 者 の 寄生

部 の 状況 は 明 らか に 異な っ て い た．

4．フ ェ ニ ル エ タ ノ イ ド配糖体 の 定 量

　供試試 料 の エ キ ス 量 と 6 種の PeG 量 を Tabie　3 に 示 し

た．YO2 は エ キ ス 量が 825　mg ！g，総 PeG 曼 が 13、06　mg ！g，

PeG の 構 成 比 は cchinacoslde が 77 ，7 ％ と最 も多く，次 い

で cistanoside 　A （17．5 ％），acteoside （2．7 ％ ） で あ っ た．

Cd −N は，エ キ ス 量が 781mg ！g，総 PeG 量 が 23．29　mg 〆g で ，

PeG の 構 成比 は acteoside が 14％ と YO2 の 約 5 倍 で あ る

他 は 概 ね 類 似 して い た．

　以上 の こ とか ら，長 野 県 栽 培品 Cdeserticola と中 国 栽

培品 は成分的 に ほ ぼ同 じで あ る こ とが 分 か っ た．

　 著者 ら
1°）

が 報 告 し た 肉 薇 茖 の 市 場 品 は
， 今 回 分 析 し

た YO2 お よび Cd −N と比 べ ，エ キ ス 量 お よ び 総 PeG 量 が

少 な く，PeG の 構 成 比 も異な っ て い た ，今 回 の 栽 培 品 は

収 穫 後 速 や か に 乾燥 し表 面 は 淡黄色で あ る が，市 場 品 は

収 穫 後 1〜数 ケ 月 か け 自然 風 乾 して 調 製 し て お り 表 面 は

黒褐色 で ある
14 ｝．両 者の 成 分 的 差 異は 加 ：L ・調製法 の 差

と考 え る
10）．

Table 　3．Phenylethanoid 　Glycosides（PeG ）Contents　oi
’
Cistanehe　deserticola （n

＝3．　rngtg ）

Samp 且es
切

Phcny【ethanoid 　g】ycosides

（1） （2） （3） （4） （5） ）6
　 　 　 Extract
Total

YO2

　（％ ）
c｝

10、15　　　　2、29　　　　 0、35
（77．6）　　　（17．5）　　　　（2．7）

0．20
（1．5）

0．05
（0．4）

0．02　　　　 13、06
（0、2）　　　　（100）

825

Cd −N

　 （％）

15．52　　　　3．47　　　　 3、26　　　　 0．32
（66、6）　　 （14．9）　　 （140 ）　　　（1．4）

0、28
（【．2）

0．18　　　　23．29
（0、8）　　 （tOO）

781

a）（り eohinacoside ，（2）cistanoside 　A，（3）acteoside ，（4）acteoside 　isomer （isoacteoside），（5）cis匸anoslde

C，（6）2
’−acetyl　acteoside ，

b）YO2 ：harvested　in  ur　experimental 　sand 　field　at 　Nov ．12，2002．　Cd−N ：harvested　ln 　Ningxia　of
China　and 　we 　obtajned 　iεon 　Doc．18，2001，
c）Each 　P ¢ G　content ！total　P じG 　oontentx 　lOO

（219）
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まとめ

　 長 野 県 の 砂 地試験 圃 場 に お い て ，宿主植物 の 根 に C．

deserticolα の 種 子 を人 為的 に 寄生、開 花させ る こ とが で

き た．寄 生 植 物 の 外 観 は 野 生 品 と 同 様 で あ っ た ．ま た ．

得 られ た 寄 生 個 体 は 市場 品
SO）

よ り フ ェ ニ ル エ タ ノイ ド

配 糖 体 が 多 くそ の 構 成 比 も異 な っ て い た．こ の 点 に つ い

て は．調 製 ・加 工 法 が 成分 含 鼠 に 影 響 を及 ぼ して い る 可

能 性 が 考え られ る．

　 謝 辞 ： 本 研 究 を 行 な うに あ た り．中国 産 C．desertieola

を ご提 供 下 さい ま した松浦薬業株式会社 に 深謝 い た し

ま
’
す
．
．
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